
附属小学校

小学校教育目標

明日につながる学びを創る～学びの楽しさを実感できる学校～

めざす子ども像

かしこく

自らの問いを追究し、

学びの価値を見出す子

相手意識をもち、

自分自身を律する子

心身ともに健康で、

目標に向かって粘り強く取り組む子

めざす学校像

○学びの楽しさを実感できる学校

○開かれた学校

○美しい学校

めざす教師像

○一人ひとりの力を伸ばす教職員

○謙虚に学び続ける教職員

○教育の専門家としての教職員
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経営機構

在籍児童数(5月1日現在)

学年123

学級数222

1里童数706866

校務運営機構

学校運営協議会
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学校運営全般・総務

学校運営全般・総務・教務部長

健康相談部長・特別支援・企画運営

研究・硯究推進・道徳教育・人権教育

生徒指導部長・企画運営

生徒指導・環境整備

研究・一貫CO・企画運営

教務・入試

教務・教育実習

研究・連携・渉外

生徒指導・特別活動・企画運営

教務・学籍・教科書・ICT教育

健康相談・教育相談・企画運営

生徒指導・安全教育

研究部長・研究推進・企画運営

研究・教科経営

健康相談・保健指導

健康相談・食育・給食指導

事務・経理・庶務

事務・経理・庶務

用務
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教育課程の計画と運営

1日の生活

朝の会
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13:35C1
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14:20C3

14:25C4
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15:10C6

■委員会:年10回、クラブ:年9回
火曜日14:30～15:15

■年間行事予定

○参観日…月1回程度実施

○身体測定…4、10、1月に実施

研究活動

■登下校は8:05まで
■全校朝会8:10～
■朝の会8:05～8:25

Aの時間帯(6M)
■5分間の授業準備(移動時間を含む)を入れて6Mとする
■A6のあと15分間の中間休みをとる

(10:05～10:20)

Bの時間帯
■5分間の授業準備(移動時間を含む)

Cの時閥帯
■午後の授業時間を次の通りとする
月)1年3M(14:20)
火)1～3年

水)
木)

金)

2～6年6M(15:20)
3M(14:30)4～6年6M(15:20)

※委員会活動を行う日は4年生の下校隣刻は14:30
1～6年
1～6年
1・2年
※(

3M(14:30)

3M(14:20)※そうじなしのため
3M(14:30)3～6年6M(15:20)

)は下校時刻

ぢ
」

「

幽

附属山ロ小学校は、2018年度から5年間、研究開発指定校として、新教科「創る科」を設置し、「価値の創出と受容、

転移をコアにした教科融合カリキュラムの開発」を主題として研究に取り組んでいる。本研究は、子どもが学びの中で

無自覚であった価値や各教科等の本質(見方・考え方)を自覚し、他の場面や文脈においても活用できるのかを考えた

り、実践したりすることで、これらを自在に使いこなす力を育むことができるようにすることをねらいとしている。

【研究開発主題】価値の創出と受容、転移をコアにした教科融合カリキュラムの開発～「創る科」の創設を通して～

【創る科】(新教科)

本校で設定した8っの価値を学習内容として直接的に扱い、各教科等の学びの中で自在に使いこなしていく資質・能力である
「汎用的スキル」を育むことができるようにする。

【各教科等】

創る科で扱った価値を意識しながら、各教科等の

本質(見方・考え方)を明らかにして授業実践を行

い、3っの資質・能力(「知識及び技能」「思考力、判

断力・表現力等」「学びに向かうカ、人間性等」)を育

成する。

○創出と受容、転移の過程を意識して授業実践を

行う。

創出:無自覚ではあるが、価値を生み出したり、

示された価値について考えたりする過程

受容:無自覚であった価値を自覚的に捉えてい

く過程

転移:①受容した価値や本質を他の文脈や場面
においても、活用できるのかを考えたり、

実践したりする過程

②「創る科」の学習で創出と受容、転移した
価値を各教科等の学習に活用できるのか

を考えたり、実践したりする過程
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○幼小中一貫教育の視点である子どもの3つの姿「対象と向き合う姿」「他者と向き合う姿」「自己と向き合う姿」を視点として授
業改善を図る。


